書評：林廣茂著『日本経営哲学史―特殊性と普遍性の統合』 by 小松 章



























































































































































































































































 この書評で「経営の AI 進化」（⼈⼯知能ではない）の提唱に触れなかった点
は、著者には不本意であるかもしれないが、評者の視点からは、やはり本書の
貢献は、①⽇本の経営哲学を壮⼤な歴史的系譜として描いた点、そして②精神
領域にまで踏み込み、⽇本経済・⽇本企業の低迷を思想レベルに求めた点に⾒
出せる。 
 神・仏・儒のメタ統合思想が⽇本⼈らしさであり、その再興が必要だと正⾯
から説く著者の主張には、⼀⾒、⾔葉の宗教的イメージから抵抗を覚える⼈も
少なくないであろう。しかし、⾃然や祖先を崇拝し、寛⼤な慈悲⼼を持ち、⻑
幼の序を重んじる思想こそ⽇本⼈が⾝に付けた伝統精神であり、これを今後も
強みとして⼤切にしよう、経営哲学にも⽣かしていこう、というのが著者の主
張であると⾔い換えれば、現状に照らしてその通りだと共感する⼈は多いはず
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だ。 
 細かいことを⾔えば、本書には問題点もある。江⼾期の商⼈が複式簿記を利
⽤していたと断⾔するのは厳密性を⽋くし、渋澤栄⼀が「商法講習所で…多く
の⼠族・商⼈・農⺠の⼦弟に商業学などを教育」（120 ページ）したという記述
も不正確である。 
 しかし、全体としてみれば、本書が経営哲学の名を掲げるに恥じない労作で
あり、多くの知⾒と教⽰を得られる書であることは間違いない。⼤局観に⽴っ
た未来志向の経営哲学史が上梓されたことを喜ぶとともに、著者のいう「新和
魂」がポスト戦後世代の間に醸成されることを切に願う。 
書評：林廣茂著『日本経営哲学史―特殊性と普遍性の統合』
p.175
